宇都宮大学農学部附属演習林利用要項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日　制定
　（目的）
第1条 この要項は，宇都宮大学農学部附属演習林（以下「演習林」という。）の利用に関し

　必要な事項を定め，もって，適正かつ円滑な利用に資することを目的とする。
　（利用の範囲）
第２条　演習林は，次の各号に掲げる場合の利用に供する。
　一　本学の学生又は教官等が，演習林を利用して，実験・実習又は教育・研究を行う場合
　二　本学の教官と他大学等の教官等が，演習林において共同研究を行う場合
　三　他大学等の学生又は教官等が，演習林において実験・実習又は教育・研究を行う場合
  四　その他農学部附属演習林長（以下「演習林長」という。）が適当と認めた場合
　（利用の休止）
第３条　演習林は，次の各号に掲げる期日については，原則として利用を休止する。
　一　土曜日および日曜日
　二　国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日
　三　12月28日から翌年１月４日まで
　四　その他演習林長が管理上必要と認めた場合
　（利用の手続）
第4条 演習林を利用しようとする者は，原則として利用希望日の15日前までに，様式１に定

める利用申込書に必要事項を記入の上，演習林係に提出し，演習林長の許可を得なければな　

らない。
２　前項のうち，学生実習，研修会及び，試験地の設定，立木の伐採，施設の利用を必要とす

る計画を有するものは，利用希望日の30日前までに様式２に定める利用計画書を提出しなけ　　

ればならない。
３　前項の２回目以降の利用については，利用申込書を利用希望日の15日前までに提出しなけ　

　ればならない。
　（利用の調整）
第5条 利用に関する調整は，演習林研究部において行う。ただし，試験地の設定又は立木の

伐採を必要とする計画等は，演習林研究部と演習林経営部との協議に基づき，演習林長が決　

定する。
　（利用の許可）
第6条 演習林長は，第４条の規定による申し込みを適当と認めたときは，当該申込者に利用　

　許可証を交付する。
２　利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は利用許可証を携行し，要請に応じて

　これを提示しなければならない。
　（利用期間等の変更および利用取消）
第7条 利用者が，利用期間，利用人数等の変更または取り消しをするときは，速やかに演習

　林係に申し出なければならない。
　（宿泊施設の使用）
第8条 宿泊を伴う施設の利用を希望するときは，別に定める実習宿泊施設使用要項により，

　所定の手続きを経て許可を得るものとする。
　（利用者の義務）
第９条　利用者は，次の各号に定める事項を遵守しなければならない。
　一　動植物の採取，地形の変更等及び測定機器，機械，施設等の設置を行うときは，あらかじめ
　　　演習林長へ届け出て，許可を受けること。
　二　火災その他事故の防止に努めること。
　三　利用に伴う事故・災害等については，利用者が一切の責任を負うこと。
　四　利用者は，この要項および実習宿泊施設使用要項並びに演習林教職員等の指示に従うこと。
　五　演習林利用の結果，論文・報告書等を作成したときは，演習林研究部へ別刷を２部提出
　　　すること。
　六　試験地の設定をともなう利用の場合，演習林報告等へ試験結果を公表すること。
（現状回復等）
第10条　利用者は，その責に帰すべき理由により，林地，立木，動植物，建物，設備等に損害

　を与えた場合は，原則として現状回復またはその損害を賠償しなければならない。    
（利用許可の取消）
第11条　演習林長は，次の各号に掲げる場合には，利用許可を取り消し，又は利用を中止させ

　ることが出来る。      
  一　利用者が本要項及び実習宿泊施設使用要項に違反したとき
　二　使用願に虚偽の記載があったとき
　三　演習林の管理上必要と認めたとき
（その他）
第12条  この要項に定めるもののほか，演習林の利用に関し必要な事項は，別に定める。
　　附　則
この要項は，平成　　年　　月　　日から施行する。
